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わが国の高レベル放射性廃棄物の地層処分実現にあたって最も重要な研究

は何か？

What is the most important studies to achieve the disposal of

high-level radioactive waste in Japan?
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　従来地層処分に関する研究は、地質環境、処分技術、安全評価の3つの視点から行われてきた。しかしなが

ら、それらを連ねた安全評価の結果にたどりつくまでに、科学的信頼性の損なわれる側面があったと言わざる

を得ない。地下水シナリオでは、地下水の移動、さらに、それに運ばれる放射性核種の移行をモデル化するこ

とによって長期的な安全性が評価される。そのためには、水の通路を含む地質構造が高精度で解明される必要

があるのであるが、その調査技術は、未だ、十分に納得できるレベルにあるとは言い難い。まずここが解決さ

れなければ、その後の地下水のモデル計算や核種移行解析をいかに高度に行おうが、安全評価全体の不確実性

が低減して地層処分の安全性に対する信頼性が向上することはない。もちろん地質構造が詳細に解明されたと

しても、割れ目の中を流れる地下水の挙動解析にも限界があることは否めない。つまり、断層運動，火山活

動，隆起侵食などの地質現象による直接シナリオの生じない地域を選定できたとしても、地下水シナリオの評

価に不確実性が伴うことは不可避である。我が国のような変動帯では、直接シナリオだけでなく、地下水シナ

リオに関する不確実性を出来うる限り低減することが安定大陸に比べてはるかに重要である。それは、火山活

動、断層活動、地震、地熱活動、そして隆起、いずれもが地下水シナリオに影響を与えるからである。この点

が従来の研究開発では重視されていなかったように思う。 

 

　基本的には、地下水の通路としての割れ目の少ない処分場母岩を探すこと、そして、割れ目を非破壊で探す

技術が適用できる岩盤を選ぶ、あるいは従来探査の難しかった岩盤にも適用できる新しい探査技術を開発する

ことが必要である。我が国の方針では、高レベル放射性廃棄物地層処分場の選定は段階を追って進められるこ

とになっている。そして，処分場としての適性が明確に欠落していることがわかった場合は候補地から除外さ

れる，つまり，それまでの調査はキャンセルされるが、不明確な場合には次の段階に進んで調査することに

なっている。これは、よほど明確な不適格条件を持っていなければ処分場候補地となりうる、という理解の上

に乗っ取った進め方からすれば当然のことであろう。しかしながら、莫大な費用をかけて第3段階まで進んだ

後、不適格と判断するのは、大変重い。最初の段階で、そうなる可能性の低いところから候補地を選ぶの

が、最善の方法である。
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